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款 項 目 大 中

○ ○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円
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100,220

費用合計

1.00

人件費

従事者数

人件費

従事者数

1.00

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

パブリックコメントや意見交換会を実施し、その意見等を基に打合せを行い、21年度に実
施設計を行った。
「人と環境にやさしい　親しまれる庁舎」を新庁舎建設の基本理念とし、22年7月に建設
工事に着手した。竣工予定は24年の夏である。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

本庁舎の老朽化や狭あい化、耐震性の問題を考慮し、本庁舎の建設を行い、市民サー
ビスの向上を図る。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 16

行政経営

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

市民サービス

2

名称：　　　　

建築基準法、消防法、バリアフリー法　等

2 1

会計区分 施設整備系

平成１４年度 平成２４年度～事業期間

事業番号

庁舎建設事業

022

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

総務部

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

5,200

一般財源

71,000
財
源

59,574

3,130,000

コ
　
　
ス
　
　
ト

3,260,574

105,585

348.9

13,220

その他財源

363,055

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

1.00

368,420

0

350,000

担当係

事業類型

市役所新庁舎を建設する

一般会計

地域住民組織

5,3655,365 5,365

Ｈ22決算額

3,255,209

0

105,585

0.00

対前年比

総務課

庁舎建設係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

本庁舎の老朽化や狭あい化、耐震性の問題から建設を行っているものであり、廃止をす
れば、防災拠点としての庁舎という観点からも庁舎機能を果たせなくなり、市民サービス
においても向上させることは出来なくなると考える。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

現状維持で事業を進めるというものの、引き続き安全かつ効率的な施工を実施し、24年
の竣工を目指す。また、新庁舎建設に合わせた引越し計画の策定や備品整理を行う。

事業進捗において、達成率としては前半というものの、実質、建設工事の施工中という
最終段階に入っているため、現状維持において実施すると判断した。

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ
意見交換会

庁舎建設各部会開催

事業目的の
達成状況

庁舎建設各部会や進捗管理打合せを行い、建設工事も着手し、全体事業計画のうち約
２７％を完了させた。

1

1

計画の進捗率 ％
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H21
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庁舎建設進捗管理打合せ
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―

9025

36

ー

1

50

H23

0
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